
 

今
いま

、東京
とうきょう

にある浅草寺
せんそうじ

というとこ

ろでは、羽子板
は ご い た

市
いち

が行われて
おこな     

います。

大勢
おおぜい

の人
ひと

が羽子板
は ご い た

を買う
か  

ために

集まる
あつ    

ことで、とても有名
ゆうめい

です。さ

て、 皆さん
みな    

は、 羽子板
は ご い た

を使って
つか    

羽根つき
は ね   

をしたことは、ありますか？ 

羽根つきをお正月
  しょうがつ

にしたのは、室町
むろまち

時代
じ だ い

からだそうです。

今
いま

から７００年
     ねん

くらい前
     まえ

から、日本
に ほ ん

の人
ひと

は、正月
しょうがつ

になると

羽根つき
は ね   

を楽しんで
たの     

いたようです。 

「悪い
わる  

ものを、ハネ（羽根
は ね

）かえす」ので、羽根
は ね

を打つ
う  

羽子板
は ご い た

は、縁起
え ん ぎ

が良い
よ  

ものとして、お正月
  しょうがつ

に飾る
かざ  

ようになったのだ

そうです。今
いま

では、お正月
  しょうがつ

でなくても、飾って
かざ    

いる人
ひと

も多く
おお  

います。 

羽子板
は ご い た

には、絵
え

が描いて
か   

あります。花
はな

や景色
け し き

、そして、着
き

ものを着た
き  

女性
じょせい

の絵
え

が多い
おお  

と思います
おも      

。きっと理由
り ゆ う

があるの

でしょう。 

皆さん
みな    

は、羽子板
は ご い た

にどんな絵
え

を描いて
か   

みたいですか？                 

村越 新 

                  はご   いた 


